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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】地球温暖化抑制に向けて、排ガス中の二酸化炭素の分解方法を提供する。
【解決手段】二酸化炭素とマグネシウムとを、Ｍｇ炉中での燃焼反応により、炭素と酸化マグネシウムに 
分解し、その際の反応熱を発電に用い、反応生成物中の酸化マグネシウムは、太陽光によるパルスレーザ 
ー照射で還元してマグネシウムと酸素に分解し、マグネシウムはＭｇ炉にて再利用し、酸素は大気へ放出 
する。燃焼反応により生成する炭素は産業利用または廃棄する。
【選択図】なし

審査請求　有　請求項の数　1　　書面　（全3頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｃ Ｏ ２ を Ｍ ｇ 炉 に て 、 Ｍ ｇ と 燃 焼 反 応 さ せ て 、 Ｍ ｇ Ｏ と Ｃ と に 分 解 し 、 Ｍ ｇ Ｏ と Ｃ を 分  
離 さ せ て 、 Ｍ ｇ Ｏ は Ｍ ｇ エ ネ ル ギ ー サ イ ク ル 理 論 よ り パ ル ス レ ー ザ ー 照 射 に て 、 Ｍ ｇ と Ｏ  
２ に 分 解 し て 、 Ｏ ２ は 自 然 放 出 、 Ｍ ｇ は 再 利 用 、 Ｃ は 廃 棄 し 、 Ｍ ｇ と Ｃ Ｏ ２ と の 反 応 熱 で  
蒸 気 タ ー ビ ン 火 力 発 電 に て 発 電 、 Ｃ Ｏ ２ を 分 解 し 、 Ｃ は 産 業 利 用 又 は 廃 棄 し 、 Ｏ ２ は 自 然  
放 出 ， Ｃ Ｏ ２ を ど ん ど ん 分 解 す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 地 球 温 暖 化 に 対 す る 二 酸 化 炭 素 削 減 に 関 す る
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 二 酸 化 炭 素 排 出 削 減 は 開 発 さ れ 始 め 、 こ れ 以 上 二 酸 化 炭 素 は 増 や さ な い 技 術 で の エ ネ ル  
ギ ー 供 給 の 現 状 が あ る 、 現 状 の 二 酸 化 炭 素 分 解 は 光 合 成 に 頼 る 背 景 が あ る 。
【 先 行 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｃ Ｏ ２ と Ｍ ｇ の 燃 焼 実 験 よ り
　 Ｍ ｇ エ ネ ル ギ ー サ イ ク ル 理 論 （ 東 工 大 矢 部 グ ル ー プ に よ る ）
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 産 業 廃 棄 に よ る 排 ガ ス 二 酸 化 炭 素 放 出 に よ る 地 球 温 暖 化 問 題
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｃ Ｏ ２ を 収 集 及 び 大 気 よ り 収 集 し 、 Ｍ ｇ と 燃 焼 反 応 さ せ て 、 Ｃ と Ｍ ｇ Ｏ に 分 解 し 、 分 離  
さ せ て 、 Ｃ は 廃 棄 、 産 業 利 用 し 、 Ｍ ｇ Ｏ は パ ル ス レ ー ザ ー 照 射 に て Ｍ ｇ と Ｏ ２ に 分 解 し 、  
Ｍ ｇ は 再 利 用 、 Ｏ ２ は 自 然 放 出 、 こ の 様 に 二 酸 化 炭 素 を Ｃ と Ｏ ２ に 分 解 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 た だ Ｃ Ｏ ２ を 埋 め る と か 、 Ｃ Ｏ ２ 分 解 に 光 合 成 に 頼 る 現 状 で 、 Ｃ Ｏ ２ を Ｃ と Ｏ ２ に 分 解  
し 発 電 す る 事 で 、 光 合 成 の 様 に 有 機 物 は 生 成 し な い ま で も 、 Ｃ を 埋 め た り 、 Ｏ ２ は 自 然 放  
出 、 と 、 Ｃ Ｏ ２ 削 減 の 効 果 が あ り ま す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 二 酸 化 炭 素 を 集 め て 、 Ｍ ｇ 炉 で Ｍ ｇ と Ｃ Ｏ ２ を 燃 焼 反 応 さ せ て 、 Ｍ ｇ Ｏ と Ｃ に 分 解 し 、  
Ｍ ｇ Ｏ ・ Ｃ の 混 合 粉 末 を 中 間 ベ ー ス を 反 転 さ せ て 、 落 と し 込 み 、 混 合 粉 末 の 落 ち る 量 を 制  
御 し て 、 ブ ロ ワ ー で の 風 で Ｃ と Ｍ ｇ Ｏ の 質 量 の 違 い よ り 、 分 離 し 、 Ｃ は 廃 棄 又 は 産 業 利 用  
、 Ｍ ｇ Ｏ は コ ン ベ ア ー な ど の 運 搬 装 置 で 、 Ｍ ｇ Ｏ ホ ッ パ ー に 集 め て 、 パ ル ス レ ー ザ ー 照 射  
し て 、 Ｍ ｇ と Ｏ ２ に 分 解 、 Ｍ ｇ は Ｍ ｇ 炉 へ 再 利 用 の 為 運 搬 、 Ｏ ２ は 自 然 放 出 し 、 Ｃ Ｏ ２ を  
ど ん ど ん 分 解 し 、 燃 焼 熱 で 復 水 器 よ り の 水 を 過 熱 蒸 気 に し て 、 蒸 気 タ ー ビ ン を 廻 し て 、 発  
電 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 の 可 能 性 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 脱 炭 素 社 会 で の 二 酸 化 炭 素 削 減 に 寄 与 し 、 炭 素 を 埋 め る の に も 、 コ ス ト 削 減 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】   イ メ ー ジ フ ロ ー 図   二 酸 化 炭 素 を Ｍ ｇ 炉 へ 送 風 し て 、 反 転 板 の 上 で 燃 焼 反 応 さ  
せ て 、 分 解 し 、 Ｍ ｇ Ｏ と Ｃ の 混 合 粉 末 の 落 ち る 量 を 制 御 し 、 ブ ロ ワ ー の 風 で Ｃ と Ｍ ｇ Ｏ の  
質 量 の 違 い よ り 分 離 し 、 Ｃ は 廃 棄 、 産 業 利 用 、 Ｍ ｇ Ｏ は ホ ッ パ ー で パ ル ス レ ー ザ ー 照 射 で  
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、 Ｍ ｇ と Ｏ ２ に 分 解 し 、 Ｍ ｇ は Ｍ ｇ 炉 へ 送 り 再 利 用 、 燃 焼 反 応 熱 で 、 水 を 過 熱 蒸 気 に し て  
、 蒸 気 タ ー ビ ン を 廻 し て 発 電 す る 。 一 連 の 流 れ を イ メ ー ジ 図 に し ま し た 。
【 図 面 】
【 図 １ 】
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